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  市町村合併と交通まちづくり 
市町村の行財政基盤の強化を図り、住民に身近な立場にある市町村が、より充実したサービスを提供し、

住みやすいまちづくりを展開することを目的に、市町村合併が進められています。しかし、交通まちづく

りの観点からは課題が生じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 道路（都市計画道路）の整備計画の見直し 
 

道路（都市計画道路）の整備計画は、次のステ

ップで策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期待する効果 
①旧市町村の境界を越

えた公共施設の利用

が可能 

②広域的な視点にたっ

て、まちづくりをよ

り効率的に実施 

③効率化により多様な

行政施策の展開が可

能 

 

交通まちづくりの課題 
①公共施設等の相互利用が可能な交通ネットワークとな

っていない 

②地域を連携させる交通ネットワークとなっていない 

③道路の計画や整備優先順位が、合併後の統一した基準に

基づくものでなく、不公平になる 

④バス路線の運行サービスが旧市町村ごとに千差万別

で、合併後には不公平になる 

⑤地域指定である交通円滑化計画、オムニバスタウン等の

公的計画が合併により変更する必要が生じる 

ふれあいの森
保全

都市と樹園の
交流促進

魅力ある
市街地形成

塩山

樹園観光誘導ライン

都市間主要連絡軸

広域交流支援軸

都市環状道路

市街地中心軸道路（南北・東西）

市街地環状道路

周辺都市連絡環状ライン

周辺都市拠点

工業系拠点

住宅系拠点

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系拠点

フルーツ公園及び周辺拠点

山梨市中心都市拠点

市街地エリア

農地の保全
集落環境整備

樹木・都市交流支援軸

土地利用の規制
• 都市計画と住宅施策の連携を進めつつ、市街地の活力・魅
力づくりを進め、一方で安定的で魅力とゆとりある周辺集
落地の環境を確保

居住環境整備からの市街地の活性化
• 人々を引きつけるだけの居住環境を整備し都市の魅力を高
める

広域的連携と都市づくり
• 塩山市とともに峡東圏の中心都市としての機能を発揮でき
るよう、交通拠点や既存拠点施設のさらなる機能充実や再
編整備、広域的な交通利便性の確保、施設相互の交通や連
携の強化を図る

都市整備の基本的方向

都市構造の目標

•広域交流を支える西関東連絡道路等の整備
•都市の円滑な活動を支える都市環状道路の整備
•市街地環状道路の形成
•市街地軸道路の整備
•公共交通の重視
•快適な歩行者ネットワーク
•景観性を考慮した道路整備
•快適で利便な住宅地内道路整備

交通体系整備の方針

都市空間形成
•市街化の分散の抑制
•地域別構想での対処
•地域区分の明確化

市街地の形成
•中心市街地の軸線の明確化
•市街地外郭道路の形成
•市街地の拠点的整備

樹園集落地域
•地域間交通体系と地域内基幹街路
•自然・環境との共生

春日居

塩山

牧丘

石和
一宮

勝沼

１．現状と将来動向の把握 
①地域の現状 
②道路・交通の現状 
③上位・関連計画の把握 

２．基本方針の策定 
①住民ニーズの把握 
②問題・課題の整理 
③将来都市構造の目標設定 
④整備の基本方針の策定 

３．道路網整備計画の策定 
①道路網の評価と修正 
②道路幅員構成の検討 

４．整備プログラムの策定 
①整備優先順位の評価指標・方法の検討
②整備優先順位の検討 
③整備プログラムのとりまとめ 



 

 

市町村合併と交通まちづくり－２

お問い合わせ先：東京事業本部 環境交通部 交通グループ  

セントラルコンサルタント株式会社 
http://www.central-con.co.jp 

 

２ バス網の見直し 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３ 交通円滑化総合計画・オムニバスタウン計画の変更の例 

静岡市では、清水

市と合併したことに

より、それまで旧静

岡市だけが対象であ

った交通円滑化総合

計画とオムニバスタ

ウン計画について、

旧清水市まで拡大し

た計画へと変更しま

した。 

 

 

 

４ 市町村合併に伴う交通まちづくりの実績 
・新山梨市長期道路網整備計画／・富士河口湖町都市計画道路網変更及び用途地域設定調査 

・静岡市交通円滑化総合計画／・静岡市オムニバスタウン計画 

１．現状と将来動向の把握 
①地域の現状 
②バス交通サービスの現状 
③住民ニーズの把握 

２．バス網再編の基本方針の策定 
①将来都市構造の設定 
②問題・課題の整理 
③再編・活性化の基本方針 

３．バス網再編計画の策定 
①幹線・支線等のサービス設定 
②乗換え拠点の設定 
③バス交通需要予測 

４．運営形態の検討 
①事業収支の検討 
②事業主体の検討 
③補助・助成等のしくみの検討 
④見直しのしくみ 

現在、乗合バス事業の経営環境が厳

しく、路線の廃止・減便が進み、その

路線維持のために、市町村が自ら運行

主体となったり、乗合バス事業者への

助成を行っています。また、各市町村

での運賃体系が異なっており、無料運

行しているケースもあります。このよ

うな市町村が、合併後も、従前のサー

ビスのままでは、市民の方にサービス

の不公平が生じます。また、合併前の

各市町村の施設を相互利用できる路

線網となっていないことが考えられ

ます。これでは、合併による効率化も

達成できません。 
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